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Disaster volunteer activities for the 2024 Noto Peninsula earthquake were conducted for two days and one night using a disaster base 

camp as an overnight base in order to secure time for volunteer activities. The purpose of this study is to clarify what users of disaster 

base camps require from the facilities. The results of a questionnaire survey revealed that the users require items that are necessary 

for life activities such as running water and toilets and that are difficult to bring with them. 

 

１． 序論 

1-1．研究背景と目的 

令和 6 年 1 月 1 日に発生した能登半島地震では、輪

島市および志賀町で震度 7 を観測したほか，日本全国

で震度 6 強から 1 を観測した[1]．この震災の影響で耐

震補強されていなかった能登地域の歴史的な木造建築

の多くが倒壊した．そのため震災発生後，倒壊した家

屋の瓦礫撤去を主な作業として災害ボランティアが発

足し，今もなお日本全国から多く支援者がボランティ

アに参加している．その際，主要駅である金沢駅から

被災地の能登半島までは片道約 4 時間かかり，ボラン

ティア発足当初は活動時間があまり確保できないとい

った課題が浮き彫りになった．そこで宿泊型の災害ボ

ランティアを募集し，その参加者が無償で利用できる

宿泊拠点として災害用ベースキャンプ（以下，災害用

BC）が開設され，活動時間を確保することができるよ

うになった[2]．その後時間が経過するにつれて災害用

BCの設備は徐々に整えられていった． 

本研究では，災害用 BC の利用者が施設にどのよう

な機能を求めているのかを明らかにするとともに，運

営上最低限必要な項目を調査する．また，ボランティ

アへの参加動機と災害用 BC に求める機能の関係性を

明らかにし，今後の災害用 BC 開設に向けた知見を得

ることを目的とする． 

1-2．既往研究と本研究の位置づけ 

 被災地の施設空間に関する研究として，大西ら[3]は

被災者を受け入れた宿泊施設並びに所属団体に対して，

その支援実態や運用マニュアルの有無などを明らかに

し，災害時の課題についてまとめている．また，広島

ら[4]は，公立小中学校に求められる避難所としての役

割の重要性，避難所運営時を想定した空間計画要因，

具体的な空間計画の手法とその特徴・課題について明

らかにしている．しかし，これらは被災者に関連した

空間の研究であり，支援者の利用する空間について明

らかにした研究は見られない． 

２． 研究概要 

2-1．災害用 BCについて 

 令和６年能登半島地震では，地盤の沈降により宿泊

施設を含めた建築物に多大な被害を及ぼした．そのた

めボランティア活動が始まった初期段階では，金沢駅

を起点とした日帰り型が主流であった．日帰り型では，

1 日の活動時間が約 4 時間に制限されていた．そこで

廃校になった旧穴水町立向洋中学校の校舎に簡易テン

トを張り，ボランティア参加者が無償で宿泊できる奥

能登ベースキャンプ（以下，奥能登 BC）が 2 月 26 日

に開設された．奥能登 BC では，食料や水分などすべ

て持参のうえで個人用テントが貸し出され，宿泊でき

る設備となっていた[5]．その後，日本航空学園輪島キ

ャンパスの一部施設をボランティア参加者に貸し出さ

れることとなり，5月 13日に輪島ベースキャンプ（以

下，輪島 BC）が開設された．それに伴い，奥能登 BC

が閉鎖され，宿泊型ボランティアの拠点として輪島 BC

が利用されるようになった[2]．（図 1）  

 

図 1 災害用 BCの立地図 

2-2．調査方法 

 本研究では，輪島 BC の利用者及び過去のベースキ

ャンプ利用者に対してアンケート調査を行った．表 1

にアンケートの概要及び調査項目を示す． 

１：日大理工・学部・建築 ２：日大理工・教員・建築 
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表 1 アンケートの概要及び調査項目 

内容

調査対象 災害用BCの利用者，過去に災害用BCを利用した人

調査日 2024年9月20日

調査方法 質問紙配布，Googleformによる回答（過去利用者）

質問紙回収 配布：20部，回収率：18部（90％），Googleform回答数：42件，合計：60件

質問項目 基本属性，ボランティア関連3項目，災害用BC関連2項目

被験者属性 年齢，性別，職業，同行者，出身地

災害ボランティア関連 災害ボランティア参加回数，能登ボランティア参加回数，参加動機（複数回答）

災害用BC関連 宿泊理由（複数回答），災害用BCに無くても問題ない機能（複数回答）

区分

概要

構成

 

３． 調査結果 

 能登の災害ボランティア参加回数に関する傾向とし

て，大きく分けて 1.2 回参加する比較的ボランティア

経験の浅い人と，7 回以上参加したことのある継続的

にボランティア活動を行っている人が見られた．（図 2） 

 

図 2 能登半島地震ボランティア参加回数 

 災害ボランティアへの参加動機は，困っている人を

助けたい・被災地の役に立ちたい，といった援助・貢

献の思いを持っている人が最も多く，次いで被災地を

自分の目で見て震災について身近に感じたいといった

体験の考え，ボランティア活動を自身の成長に役立て

たい自己研鑽の考えを持った人が多い．（図 3） 

 

図 3 災害ボランティア参加動機 

 災害用 BCの宿泊数は，1泊が最も多く日数に比例し

て減少，一方で 7 泊以上の長期もいる．また，前泊と

後泊のどちらも受け付けているため，2.3泊する利用者

も比較的多いことが分かる．（図 4） 

 

図 4 災害用 BC宿泊数 

 災害用 BC に不要だと感じたものについては，無か

ったとしても災害ボランティア活動の拠点として機能

するものという意図で複数回答によるアンケートを行

った．結果として，水道・駐車場・トイレを選択した

人が圧倒的に少ないことが読み取れる．それ以外の機

能は持参すれば事足りると考えている人が多いことが

読み取れる．（図 5） 

 

図 5 災害用 BCに不要だと感じたもの 

４．まとめと今後の展望 

4-1．まとめ 

災害用 BCの利用者の傾向としては，7泊以上のボラ

ンティア経験の多い人が多く，次いでボランティア初

心者が多い傾向があることが分かった．  

参加動機としては，援助・貢献のためと回答した人

が最も多かったが，体験や自己研鑽といった利己的な

理由を抱いて参加に至る人も半数程度存在することが

分かった． 

また，災害用 BC に不要だと感じたものとしては，

水道やトイレなどの生命活動に必要かつ，持参が難し

い項目ほど選択数が少なく，テレビ・ラジオや洗濯機

など利用しなくてもよいものや，寝具など寝袋を代用

として持参できるものは選択数が多い傾向にあると考

えられる． 

4-2．今後の展望 

 以上の集計結果を踏まえて今後は，属性や動機，災

害用 BC に不要と感じたものの項目をクロス分析し，

それぞれの関連性を明らかにすることで，災害用 BC

に求められる役割を考察することが課題である． 
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